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Ⅰ. 序論 

1．家庭科の男女共修における背景とその意義 

1979年、国連の総会において女子差別撤廃条約が採択され、各国が次々と批准していくなか、日本

が同条約を批准したのは、1985年になってからである。6年もの年月を費やしたその理由には、３つ

の性差別があった。①女性に対する募集・採用・配置・退職など、雇用における性差別、②父系優先

血統主義による戸籍に関する性差別、③家庭科の女子のみ履修という制度における性差別があったか

らである。雇用における性差別は、1985年に「男女雇用機会均等法」を制定、1984年に父母両系に改

正され、性差別解消への一応の体裁は整った。しかし、３つめの家庭科の女子のみ履修に関しては、

当時の文部大臣の根強い男女特性論と、戦後の経済復興を下支えする性別役割分業論があり、家庭科

の男女共修の実現は容易ではなかった。条約の批准に時間を要したのは、こういった理由からである。 

男女共学の家庭科をすでに実践してきた高校教員、大学教員、国会議員、市議会員などで構成され

た市民組織「家庭科の男女共修をすする会」を中心とした運動１などによって、1984年、「家庭科教育

に関する討議会」を開くまでに至った。翌1985年、「女子差別撤廃条約」の日本批准を果たし、1989

年の学習指導要領の改訂により、ようやく小学から高校まで、男女ともに共学家庭科を学ぶことにな

ったのである。 

 こうして「女子差別撤廃条約」の批准と、1999年に男女共同参画社会基本法が制定され、日本のな

かで男女平等、ジェンダー平等を実現するための法的整備は着々と進んできたようにみえた。しかし、

1990年代以降、都立七生養護学校の子どもたちから、こころとからだを学ぶ学習機会を奪った「性教

育」バッシング２や、多様な家族像などを提示した家庭科教科書が検定不合格になった「家庭科攻撃」

３・４が起こり、男女共同参画やジェンダー・フリーに対するバッシングの力によって、世界の流れと

大きく逆行する動きへと変わってしまった５・６。「家庭科攻撃」以降から家庭科の教科書は、「家族の

ために○○をしよう」といった道徳教育的な文言や、「子どもを生み育てる意義」の強調など、家族の

「あるべき」像が明瞭になり、こういった教科書が検定に合格している。これは、家庭科教科のみな

らず、中学校社会科教科においても、男女の違いを強調し、自助努力・自己責任論でまとめられた教

科書が検定に合格・採択されているという事実と符合する７。 

男女平等、ジェンダー平等を攻撃しているのは、主に「新しい歴史教科書をつくる会」（以下、つ

くる会）の人たちや、一部の国会議員たちである。この「つくる会」の主張の特徴は、日本の歴史や

文化を独自なものとして礼賛する点にある。このような思想にたてば、男女共同参画社会やそれに対

応するジェンダー・フリーの概念は、これまでの性別役割分業や男らしさ・女らしさなどを問い直そ

うということから、日本独自の文化や家族を破壊するものとして映るのであろう。「つくる会」による

家庭科教科批判、ジェンダー・フリー教育に対する批判の真の意図は、「性別役割分業論」や「男女特

性論」に基づき、家庭科をもとの女子のみ履修に戻したい、ということなのである。 

 しかし、現代の社会経済情勢や子どもとその背後にいる親の生活実態を考えれば、家庭科で教える

「人権の尊重、男女の平等の理解と協力」８や「性の健康」９に関する学びは、性別問わず重要であり、

より一層、男女共修の家庭科教育の充実と発展が、期待される。 

 

135



 

2．目的 

2006年にベネッセ・コーポレーションが行った「第4回学習基本調査・学力実態調査小学生版」に

よれば、男子の好きな教科として第2位に家庭科が選ばれており、女性においても家庭科は第1位と、

男女ともに高評価を得たという結果がある。子どもたちにとって、性別に変わりなく、家庭科と言う

教科は必要なものとして受け入れている証拠だと受け止めることができるだろう。ところが、筆者が

勤務する高校生の約120名、大学生約90名に家庭科のイメージについて調査したところ、「お母さん」

「女子力アップ」「被服実習と調理実習」という意見が多くみられた。また、男子生徒の「家庭科がで

きなくても別にいい」といった発言を毎年必ず耳にしており、家庭科に対する軽視の意識や「女子対

象」というイメージは、少なからず存在している。  

こうした筆者の体験と同様、性別による家庭科に対する姿勢や意識の違いがみられることは、麓ら

１０の研究よっても明らかにされている。小・中・高校で、男女共修の家庭科を学び、家庭科は「女性

のための教科ではない」と学んできたにも関わらず、生徒の家庭科教科に対するイメージを変えるこ

とは、残念ながらできていない。家庭科の男女共修が成立してから約20年経過したが、家庭科教科書

は女子対象に偏ったままの内容だからなのだろうか。やはり、「家庭科攻撃」や「ジェンダー・フリー

バッシング」の影響力は大きく、ジェンダー意識を変えていく家庭科教科書は、検定に合格していな

いのだろうか。 

岡田の家庭科教科書の父親の役割分析１１によれば、1980年から、中学校と高等学校の教科書に、父

親が、家事・育児を母親同様に分担しなければならないことが示され、1994年以降は、父親の家事・

育児参加、仕事優先の是正、男女平等の精神などが提示されるようになったことが明らかにされてい

る。また、2007年の飯村が行った高等学校家庭科における「家族」内容の分析１２によると、性別役割

分業に関する記述内容は、男女共同参画社会（基本法）、女子差別撤廃条約、ジェンダー、アンペイド

ワーク、男女雇用機会均等法などの記述が、分析した家庭基礎・家庭総合・生活技術の教科書8冊に

おいて見られていることを明らかにしている。 

飯村が指摘していたように、家庭科教師のこれらの内容の取り扱い方によって、生徒の価値判断の

基準に大きな影響を与えることが予想される。しかし、教科書に焦点をあてれば、1980年から少しづ

つ両性の平等の精神を提示されるようになり、2007年の時点では、男女の性別役割分業を大きく揺り

戻すような記述は、されていないことがわかった。 

そこで、2010年度に高等学校で使用されている教科書の記述や挿絵には、旧態依然とした男女特性

論を想起させるものはあるのか、それとも、両性の平等にアプローチする記述内容は存在しているの

か、それはどのように記載されているのかについて、明らかにすることを目的とする。 

 

 

 

Ⅱ. 高等学校における家庭科の教科科目の編成 

 高等学校における家庭科の科目は、「家庭基礎」（2 単位）、「家庭総合」（4 単位）、「生活デザイン」

（4単位）の 3科目を設けている。これらの 3科目のうちいずれか 1科目を必履修科目として履修す

る。 

 履修単位は、「家庭基礎」は1年間で2単位、「家庭総合」「生活デザイン」では、連続した2年間で

4単位である。 
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また、専門学科において設置される教科科目は、「生活産業基礎」「課題研究」「生活産業情報」「消

費生活」「子どもの発達と保育」「子ども文化「生活と福祉」「リビングデザイン」「装飾文化」「ファッ

ション造形基礎」「ファッション造形」「ファッションデザイン」「服飾手芸」「フードデザイン」「食文

化」「調理」「栄養」「食品」「食品衛生」「公衆衛生」の20科目である１３。 

 

 

 

Ⅲ. 分析対象の資料 

 分析資料として用いた資料は、2010（平成22年）度日本で使用されている家庭科教科書の一部で、

計11冊の家庭科教科書について分析する。 

家庭基礎には、「新家庭基礎 生活の創造をめざして」（大修館書店）、「家庭基礎 自分らしい生き

方とパートナーシップ」「新家庭基礎２１」（ともに実教出版）、「新家庭基礎 ともに生きる くらし

をつくる」（教育図書）の計4冊である。 

 家庭総合については、「家庭総合 生活に豊かさをもとめて」（第一学習社）、「新家庭総合 生活の

創造をめざして」（大修館書店）、「新家庭総合２１」（実教出版）、「新家庭総合 ともに生きる くら

しをつくる」（教育図書）の計4冊である。 

 生活デザインについては、「新家庭技術」（教育図書）の1冊である。 

 専門学科の選択科目である子どもの発達と保育については、「発達と保育」（実教出版）、「発達と保

育 育つ・育てる・育ち合う」（教育図書）の2冊を用いた。 

 

 

 

Ⅳ. 教科書分析 

１．教科書の監修と写真・挿絵の男女比 

（１）調査方法 

 教科書の中で表記される写真・挿絵および教科書を監修した男女の比を調べた。写真・挿絵につい

ては、丸みのある女性らしい体型の場合は女性、かなり髪の毛が短い、体格がよく男性らしい体型の

場合は男性、男性とも女性とも思われる場合は不明と判断し、男女の人数を調べるとともに、子ども

と男、子どもと女のペア数についても調査を行った。その際、ジェンダー・フリーな印象を与えると

思われる挿絵・写真について分析した。 

 

（２）結果と考察 

 ①監修の男女比 

  監修の男女比は、表1に示す。 

「発達と保育」（実教出版）では、男女比は同数であるが、それ以外のすべての教科書において、女性

が95.8～60.4％、男性は39.6～4.2%と、女性の方が多かった。中には、同じ発達と保育の分野である

教育図書の「発達と保育 育つ・育てる・育ち合う」においては、女性のみの監修であった。 

監修に女性が多いのは、家庭科教師を養成する大学の教員や家庭科の内容に関わる研究者が、男性

よりも女性の方が多いこと、また、男性家庭科教師が依然として少ないため１４・１５ 、教科書の監修

を行うまでの経験や実績がまだ育っているものが少ないからではないか、と推測する。 
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②挿絵と写真の男女比 

 挿絵と写真の男女比は、表2に示す。 

 「家庭基礎 自分らしい生き方とパートナーシップ」（実教出版）と「発達と保育 育つ・育てる・

育ち合う」（教育出版）の2冊は、男性よりも女性が多く登場していたが、他9冊は、女性よりも男性

が多く登場していた。しかし、その差は多くて54人であり、やや多い程度である。これは、「女子対

象教科」のイメージを払拭するための配慮と、男女ともに家庭科を学ぶことへの配慮であろう。 

 一方、子どもとのペアになると、すべての教科書において、女と子どものペアは、男と子どものペ

アに比べ、多くて38組少なくて4組多く掲載されていた。全体の挿絵・写真では、男女ともに学ぶこ

とを意識して男女比に配慮していても、子どもとの関わりにおいてでは、子育ての担い手＝母親・女

性というイメージが根強いことがわかる。 

  

 ジェンダー・フリーな挿絵・写真については、女性では、比較的男性に人気のあるアメフトやバス

ケット、サッカー、柔道といったスポーツを楽しむ女の子（実教出版の家庭基礎、第一学習社の家庭

総合、第一学習社の家庭総合）や、父系家族の象徴である家長の席、つまり、床の間を背に座る女性

の姿（大修館書店の家庭総合）があった。また、女性テレビカメラマンやスポーツトレーナー、そし

て飛行機の誘導を行うマーシャラー（実教出版の家庭基礎・家庭総合）や工事の現場監督と思われる

（大修館書店の新家庭基礎、新家庭総合）の姿もあり、性別に左右されない職業人の姿があった。 

 男性では、発達と保育分野を除くすべての教科書において、料理をする男性の姿が掲載されていた。

次に多かったのは、男子生徒や父親が子どもを抱く姿や（実教出版の新家庭総合21、教育図書の新家

庭総合、教育図書の新生活技術）、おしめ換え（教育図書の新家庭基礎・新家庭総合）、子どもと入浴

（大修館書店の新家庭基礎・新家庭総合、第一学習社の家庭総合）、父親同士の友人関係（実教出版の

発達と保育）といった、男性が育児をしている挿絵や写真である。料理や育児だけではなく、裁縫や

ミシンかけをしている授業の一コマと思われる男子生徒の写真が掲載されていた（教育図書の新生活

技術・新家庭総合・大修館書店の新家庭総合）。他に、編み物の講師や看護師（実教出版の新家庭基礎・

新家庭総合）、家庭科教師（教育図書の新家庭基礎・新家庭総合・新生活技術）といった職業に就く姿

や、チアリーディングに取り組む男子グループ（実教出版の新家庭基礎・新家庭総合）の写真が掲載

されていた。 

女性よりも、比較的バラエティに富んだ男性の姿が掲載されていた。近年、料理番組のアシスタン

トに男性アナウンサーを起用する、料理を楽しむことを公言する男性芸能人、男性芸能人の料理番組

や料理コーナーなど、多くのメディアを通して、男性が料理をすることへの違和感は、なくなりつつ

ある。さらに、育児に積極的に取り組む男性＝「イクメン」という言葉も流行、定着しており、料理・

育児への性別役割分業意識は、表向きではあるが、ジェンダー・フリーになりつつある。従来、女性

が適していると言われていた家事・育児はもちろん、裁縫・職業・スポーツに取り組む男性を掲載す

ることによって、「家庭科は女子の教科ではない」と言うことを挿絵や写真において、明確に示してい

ると推測する。 

  

挿絵に見られる人物像を分析すると、女性は、比較的明るい色や赤系の色の服を多く着用し、年配

の女性になると明るい色にグレーや紫などのきれいな落ち着いた色が加わり、色とりどりの服を着て
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いた。一方、男性をみると、青色や緑色の服を多く着用していた。また、年配の男性になると、赤系、

特にピンク色を着ている挿絵はほとんど見られず、黒やグレーなどの落ち着いた色あいの服が採用さ

れていた。挿絵の赤ちゃんは、髪の毛や体型、顔つきにおいて、どちらの性にも区別されにくく、ま

た、黄色の服も着用し、どちらの性なのか判断しかねるものが多かった。 

色彩による男女の区別は、社会で多く存在している。代表的な例として、ランドセルの色や、トイ

レの絵表示がある。今では赤や黒だけではなく、ピンクや青、茶など様々な色や模様を施したランド

セルはあるが、赤やピンクなど赤系は女の子、黒や青など黒・青系は男の子が背負っていることが多

い。トイレ表示については、男女ともに色を統一したものも存在するが、まだ多くはない。教科書の

挿絵においても、性別によって、男性には青・緑系の服、女性には赤系の服と区別し、色によるジェ

ンダー・バイアスをしていることが明らかになった。 

 

男女ともに生徒のジェンダー観に影響を与える挿絵・写真が掲載されている一方で、母親は料理を

し、父親は煙草を吸ってソファーに腰掛けている従来の性別役割分業を示す挿絵（教育図書の新家庭

基礎149p・新家庭総合191p・新生活技術179p）が掲載されていた。2010年「全国たばこ喫煙者調査」

１６によれば、男性は 10433 人、女性 10198 人とやや男性が多いものの、男女比にほとんど差はない。

この調査結果から、煙草を飲みながらソファーに腰掛ける女性と、料理をする男性の挿絵に代えても、

問題はないだろう。様々な家族の形として生徒に受け止めるひとつの資料として、使用できるのでは

ないだろうか。 

 

 

２．ジェンダー・フリーへのアプローチ ージェンダー・エクィティに関する学習内容― 

（１）調査方法と分析枠組み 

 教科書の中で、生徒の性別役割分業意識を変える、また、ジェンダー・フリーへのアプローチがさ

れている、ジェンダー・エクィティに関する学習内容１７と思われる記述を調査し、どのような形で提

示しているのか大きく4つに分類し、それぞれについて分析した。 

結婚・妊娠・介護の問題や家族にまつわる諸問題や課題などについて取り上げ、ジェンダーについ

て考えさせる記述は「家族」に分類し、労働や子育ての諸問題や課題からジェンダーについて考えさ

せる記述には「労働と子育て」に分類した。また、明治民法と現行民法との違いや、人権を守る条約・

法律など、法律・制度の面からジェンダーについて考えさせる記述は「法律」に分類し、性別役割分

業・ジェンダーという言葉を明瞭に記述してあるものや、性感染症やエイズ、性器の名称などセクシ

ュアリティに関係する記述、そしてこれまでの分類にあてはまらないが、ジェンダー・セクシャリテ

ィについて書かれている記述には、「性別役割意識・ジェンダー・セクシュアリティなど」に分類した。 

 

（２）結果と考察 

①家族（表3参照） 

すべての教科書において児童虐待について取り上げており、次いで、「家」制度（大修館書店の新

家庭基礎・新家庭総合、実教出版の新家庭基礎21・新家庭総合21、教育図書の新家庭基礎・新家庭総

合・新生活技術、第一学習社の家庭総合）や、家父長制家族（実教出版の家庭基礎）についての説明

があった。また、様々な家族のかたちのひとつとして、事実婚（実教出版の家庭基礎・新家庭基礎21・

新家庭総合21、教育図書の新家庭基礎・新家庭総合・新生活技術、第一学習社の家庭総合、大修館書
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店の新家庭総合）や、同性婚（実教出版の家庭基礎・新家庭基礎21・新家庭総合21）が取り上げられ

ていた。家事・育児・仕事など生活時間における男女の違い（大修館書店の新家庭基礎・新家庭総合、

第一学習社の家庭総合）、結婚に対する考え（大修館書店の新家庭基礎・新家庭総合、実教出版の家庭

基礎、教育図書の新生活技術）や、男女差を高齢者の主な介護者を示す図（大修館書店の新家庭基礎・

新家庭総合、実教出版の新家庭総合21、教育図書の新家庭総合）などもあった。 

これらの記事・資料を取り上げて、生徒に、これまで、そして、これからの家族のあり方を考える

とともに、生徒自身の家族を客観的にみつめ、性別役割分業にとらわれない生き方とは何かを学ぶ記

述となっていた。 

 家庭科は、人が生まれてから死ぬまでの様々な諸問題を扱う分野である。ライフイベントである結

婚・出産・子育てについての記述内容は欠かすことが出来ず、その記載は異性愛者を対象にしたもの

である。だが、教科書を手にする生徒・教員は、異性愛者ばかりではない。このようなセクシャリテ

ィに対する配慮は、多くの生徒が手にする教科書にとって、必要である。しかし、同性婚を例に、同

性カップルの存在を記述し、同性愛者への配慮や視点をもっていたのは、実教出版のみである。同性

愛者は、100人に2～3人と言われている。これは、クラスに必ず一人は、どちらの性と判断できない

生徒が存在するということである。生徒、その家族がどんな性的指向をもっていても、それに配慮し、

多様な価値観を示す開かれた教科書づくりが当然のはずだ。しかし、まだ、そうではない教科書が多

く存在することが明らかになった。 

 

 

②労働と子育て（表4参照） 

 仕事と家庭の両立についての意識調査の結果（大修館書店の新家庭基礎、教育図書の新家庭基礎）

や、男女別の家事労働の生活時間を示した図表（実教出版の家庭基礎・発達と保育、教育図書の新家

庭基礎・新家庭総合・新生活技術・発達と保育、第一学習社の家庭総合）、そして、その国際比較（大

修館書店の新家庭基礎・新家庭総合、実教出版の新家庭基礎21・新家庭総合21、第一学習社の家庭総

合）などがあり、家庭における男女平等について考え、仕事と家庭の両立について考える記事や資料

が掲載されていた。 

 また、ワーク・ライフ・バランス（第一学習社の家庭総合、実教出版の新家庭総合21・発達と保育）

の記事や、女性のM字型労働力率を示す男女別年齢就労状況の図（教育図書の新家庭基礎・新家庭総

合・新生活技術、一学習社の家庭総合、大修館書店の新家庭総合、実教出版の新家庭総合21）と、そ

の国際比較の図（実教出版の発達と保育）など、労働の面から考える資料もあった。 

子育てに関する記事は、男性の育児休業の体験談の記事（実教出版の新家庭基礎 21・新家庭総合

21・発達と保育、教育図書の新家庭基礎・新家庭総合・新生活技術）や、男性の育休取得に対する企

業側の支援に対する意識（大修館書店の新家庭基礎）、出産・育児休暇保障の国際比較（実教出版の家

庭基礎・発達と保育）の図表や、「三歳までは母親の手で育てないと、子どものその後の成長に悪影響

を及ぼす」という説は全く根拠がなく、「たいていの育児は父親（男性）によっても遂行可能」である

と明記した三歳児神話に関する記事（大修館書店の新家庭基礎・新家庭総合、実教出版の新家庭基礎

21・新家庭総合21）などがあった。 

社会的な諸問題を題材に、働き方や、夫婦間の対等な関係性について考えさせる記述となっていた。 

少子高齢化社会における国家の国民への期待が反映されている内容ともとれる記述として、子ども

を産み、育てる喜びを記した母親や父親の手記が多数存在していた。これは、子どもを産み育てる奨
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励なのか、それとも、生徒の自己肯定観を高めるものなのか、紙一重であるように感じられた。 

 

 

③法律（表5参照） 

 2010年の学習指導要領において、法律に関する事柄は、次のように述べている。 

「家族・家庭と法律については、婚姻、夫婦、親子等に関する法律の基礎的知識を理解させる」とあ

る。学習指導要領の示す「法律の基礎的知識」とは、いったいどこまでなのだろうか。 

 まず、11冊すべての教科書に共通している法律は、子どもの権利条約、児童虐待防止法である。必

履修科目の「家庭基礎」・「家庭総合」「生活デザイン」の教科書に共通している法律は、性暴力や商品

としての性やセクシュアル・ハラスメントの記事と共にDV法についてもふれおり、女子差別撤廃条約、

男女共同参画基本法、男女雇用機会均等法と育児・介護休業法に労働基準法、なかには次世代育成推

進法（大修館書店の新家庭基礎、第一学習社の家庭総合）や ILO156 号条約（実教出版の新家庭総合

21）など、一歩踏み込んだ法律・条約を紹介しているものもあった。 

 女子差別撤廃条約に関連して家庭科の男女共修化を取り上げていたのは、実教出版の家庭基礎のみ

であった。 

 婚姻・夫婦・家族に関わる法律では、明治民法を象徴する「家」制度についてふれ、現行民法との

比較と、憲法による個人の尊厳と両性の平等の保証や、婚姻の条件と離婚に関する法律、親権や相続

に関する法律について取り上げている。夫婦同姓制度の問題や性差別や婚外子差別などの諸問題や、

家族法の改正の動きについての記載もあった。 

 セクシュアリティの問題として、リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（実教出版の家庭基礎・新家庭

基礎21・新家庭総合21、大修館書店の新家庭総合）や、性同一性障害の性別の取り扱いの特例に関す

る法律（実教出版の新家庭基礎21、新家庭総合21）が取り上げられていた。   

子どもを産み育てることを奨励する記事は、すべての教科書にある。子どもを産み育てることと同

様に、人生の大切な選択肢の一つである、産まない権利や子どもをもたない生き方についても学ばせ、

生徒にいろいろな生き方があることを知らせることが、家庭科を学ぶ重要なことだと考える。 

  

隠れた性差別であると指摘され、それが社会に認められている法律のひとつに、第三号被保険者の

年金受給の制度と、配偶者控除の制度がある。現在、国の財政赤字の問題を機に、国民年金制度その

ものを根本的に見直す必要にせまられ、これらの制度は専業主婦優先の税制であり、共働き世帯に不

公平であるとして、ようやく大きな問題になった。この問題を取り扱っている教科書は、実教出版（新

家庭基礎21・新家庭総合21）のみであった。社会が性別役割分業を後押ししているこれらの制度につ

いて、どんな役割を果たしているのか、これからの日本の将来を担う生徒の多くに、もっと考える必

要がある事項ではないだろうか。 

 

 

④性別役割分業意識・ジェンダー・セクシュアリティなど（表6参照） 

 教育図書の「新家庭基礎」を除くすべての教科書において、「性別役割分業意識」についての説明が

明記されていた。この教科書は、性別役割分業意識について書かれてはいなかったものの、「ジェンダ

ー」については明記されている。このように、性別役割分業、もしくはジェンダーについてどちらか

一方は、必ず明記されており、男女特性論を持ち出した教科書は、本調査では見当たらなかった。 
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 しかし、言葉の明記はされているが、その取り扱いには差があった。性別にとらわれない職業の選

択や生き方、性的自立についての記事（実教出版の家庭基礎・新家庭基礎21・新家庭総合21）や、人々

の性別役割分業意識の調査の結果から性別役割分業について考えさせる記述（大修館書店の新家庭基

礎・新家庭総合、第一学習社の家庭総合、教育図書の新家庭総合、新生活技術）、子育ての主な担い手

について考える記事（実教出版の発達と保育、教育図書の発達と保育）など、社会的な問題や家庭内

の課題を取り上げ、性別役割分業やジェンダーについて考えさせる工夫がされているものもあれば、

欄外に小さく、言葉の説明にとどまるもの（教育図書の新家庭基礎）もあり、教科書によって、性別

役割分業観を変えていこう、ジェンダー・フリーな社会を作り上げようとする想いの違いがみられた。 

 セクシュアリティの記事には、男女別の体型に対する自己評価を示した図（大修館書店の新家庭基

礎、教育図書の新家庭総合）や、エイズや性感染症についての記事（実教出版の新家庭基礎21・新家

庭総合 21・発達と保育、大修館書店の新家庭総合）、受精から着床まで記し、膣や子宮といった性器

の名称を示した絵（教育図書の新家庭基礎・新家庭総合・新生活技術、実教出版の発達と保育）だけ

ではなく、性交によって受精されることを明記した（実教出版の新家庭総合21）ものもあった。また、

衣生活の分野において、男女に差がある服とそうではない服の例を提示し、服装からジェンダーにつ

いてアプローチするもの（実教出版の新家庭総合21）や、子どもの権利条約の中で、女子の人身売買

の問題（教育図書の発達と保育）や女性の人権について考えるものとして、不妊治療をしない選択や

子どものいない人生という選択肢など、不妊について扱う教科書（実教出版の発達と保育）もあり、

セクシュアリティの問題を、様々な側面から取り上げていた。 

 発達と保育の教科書に記載されている母乳・授乳の記事において、教育図書には男性・父親は見当

たらなかったが、実教出版では男性・父親は5人存在していた。男性・父親が母乳を与えることは、

身体的に無理であるが、哺乳瓶を用いた授乳なら出来るということは、周知の通りである。この二つ

の教科書会社が持つ性別役割分業意識や、ジェンダー・フリーへの配慮に、大きな差が見られた。 

 家庭科は、衣食住に関する学びだけではなく、家庭経済や環境、家族の在り方、男女間の差別や格

差など、社会の問題や課題について学ぶ教科であるとしっかり文面に明記していたのは、実教出版の

新家庭基礎21と新家庭総合21である。実教出版は、家庭科の男女共修化についても取り上げており

（家庭基礎）、ジェンダー・エクィティに取り組む家庭科という教科の立ち位置を理解していると考え

られる。 

 

 

 

 

Ⅴ. まとめ 

 「つくる会」が指摘する、「シングルマザーをすすめ」、「専業主婦の存在を否定する」といった記述

のある教科書は、本調査の分析資料には一切見当たらなかった。 

 事実婚や同性婚、片親家族や男性の育児など、多様な家族とそのあり方を取り上げるとともに、家

族を取り巻く諸問題や課題についても取り上げ、どのように解決することが両性にとって平等なのか、

法制度は海外とどのように違うのか、どう変えていくと良いのか。そして、これらを踏まえ、将来、

生徒がつくると思われる家族のあり方はどんなかたちか、生徒一人一人に問うように発展していくも

のとなっていた。これまでもっていた生徒の性別役割分業観や家族観を問うものになっている一方、

挿絵や写真では、性別によって色分けをし、女性と子どもとペアは、男性と子どものペアよりも多く、
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一部、「料理をする女性、煙草をのみながら料理ができるのを待つ男性」といった従来の性別役割分業

を想起させるものがあり、「家族のあるべき姿」や「性別による、あるべき姿」を示しめすものがあっ

た。 

 性別役割分業、そしてジェンダーという言葉については、どの教科書も明記されているものの、そ

の取り扱いは「性教育バッシング」や「家庭科攻撃」による影響なのか、欄外に小さく書かれている

といった程度だった。しかし、法律や制度、子育てや労働の問題、性別に囚われずに仕事で活躍して

いる姿を映した挿絵・写真を通して、性別役割分業やジェンダーについて考えさせるよう明記されて

おり、生徒自身のなかにある性別役割分業観やジェンダー観を顕在化し、揺さぶるものになっていた

と思われる。 

 このように、性別役割分業やジェンダーについて取り扱っている一方で、セクシュアリティに対す

る配慮は、まだ不十分な教科書が多数を占めていた。性同一性障害の性別の取り扱いの特例に関する

法律や、同性婚について、子どもを産まない権利について言及するリプロダクティブ・ヘルス/ライツ

や、エイズや性感染症などについてすべて記述されていたのは、実教出版の一社だけである。また、

「性教育バッシング」の影響により、性器の名称を教科書で扱わないようになってしまったため、子

どもの知る権利が侵されている現状のなかで、きちんと性器の名称を示し、妊娠・受精は、性交によ

る結果であることを明記され、子どもを産む前の大事な部分をうやむやにしていないのは、先に述べ

た実教出版である。文科省や「つくる会」の言う「家族のあるべき姿」を示すならば、性的二元論や

異性愛主義に基づいて、男性・女性の2つの性のみを示すこととなり、性同一性障害や同性愛者をは

じめとする多様な性の存在は無視され、子どもを産まない権利について言及するリプロダクティブ・

ヘルス/ライツを明記することは、タブーとされるのであろう。2010 年に採択された教科書は、性別

役割分業やジェンダーについて取り上げていても、人は事実婚であろうとどんな形でも家族・家庭を

もち、子どもを産み育て、少子高齢化社会を支える「家族のあるべき」像を期待し、教科書でそれを

示していることが、明らかになった。 

 家庭科の男女共修は、多くの人たちの運動によって勝ち得たものである。調査したすべての教科書

において女子差別撤廃条約を取り扱っていたとしても、家庭科の男女共修化について明記されている

のは1冊のみだった。よって、家庭科で男女が学ぶ意義を示した教科書は、この一冊だけということ

である。家庭科と言う教科が、どのような歴史的背景をもち、今、男女がともに同じ教科を学ぶその

意味を生徒が理解しなければ、生徒の家庭科に対するジェンダー観を変えることは、到底不可能だろ

う。 

学校教育において、教科書は子どもたちに「正しいこと」「学ぶべきこと」を伝える大きな媒体の

ひとつである。採択される教科書によって、生徒が育むべき「家族のあるべき」像や、これからの生

き方、知るべき知識に偏りをもたらしている現状を、また、多くの側面から両性の平等にアプローチ

する記述内容を記す教科書が少ないという現状を、思い煩わずにはいられない。生徒が手にする、今、

正しいと思われる事柄、考えなければいけない問題や課題について幅広くすべての教科書に掲載する

ことが、子どもたちの知る権利を順守し、それが広い視野に立った真の教育となると考える。 
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良教育大学紀要 第54巻 第 1号(人文・社会)193-200pp(2005) 
１６ 日本たばこ産業株式会社 2010年「全国たばこ喫煙調査」 

http://www.jti.co.jp/investors/press_releases/2010/0811_01/appendix_01/index.html 
１７ 斎藤弘子・鶴田敦子・朴木佳緒留・丸岡玲子・望月一枝・和田典子『ジェンダー・エク 

ィティを拓く家庭科』かもがわ出版（2000） 
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144



 

 

  

生
活
デ
ザ
イ
ン

新
家

庭
基

礎

生
活

の
創

造
を

め
ざ

し
て

家
庭

基
礎

自
分

ら
し

い
生

き
方

と
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ

新
家

庭
基

礎
２

１

新
家

庭
基

礎

と
も

に
生

き
る

く
ら

し
を

つ
く

る

家
庭

総
合

生
活

に
豊

か
さ

を
も

と
め

て

新
家

庭
総

合

生
活

の
創

造
を

め
ざ

し
て

新
家

庭
総

合
２

１

新
家

庭
総

合

と
も

に
生

き
る

く
ら

し
を

つ
く

る

新
生

活
技

術
発

達
と

保
育

発
達

と
保

育

育
つ

・
育

て

る
・

育
ち

合
う

大
修

館
書

店
実
教
出
版

実
教
出
版

教
育
図
書

第
一

学
習

社
大

修
館

書
店

実
教
出
版

教
育
図
書

教
育
図
書

実
教
出
版

教
育
図
書

女
 n

(%)

4
2

（
8
7
.
5
%
）

3
5

（
8
5
.
4
%
）

2
9

（
6
0
.
4
%
）

2
5

（
7
3
.
5
%
）

2
3

（
9
5
.
8
%
）

4
1

（
8
5
.
4
%
）

2
9

（
6
1
.
7
%
）

3
1

（
7
5
.
6
%
）

2
7

（
6
9
.
2
%
）

6

（
5
0
%
）

1
3

（
1
0
0
%
）

男
 n

(%)

6

（
1
2
.
5
%
）

6

（
1
4
.
6
%
）

1
9

（
3
9
.
6
%
）

9

（
2
6
.
5
%
）

1

（
4
.
2
%
）

7

（
1
4
.
6
%
）

1
8

（
3
8
.
3
%
）

1
0

（
2
4
.
4
%
）

1
2

（
3
0
.
8
%
）

6

（
5
0
%
）

0

（
0
%
）

表
1
　

教
科

書
の

監
修

に
お

け
る

男
女

構
成

と
そ

の
比

率

監
修

の
男

女

構
成

・
比 科

目
名

家
庭
基
礎

家
庭
総
合

子
ど
も
の
発
達
と
保
育

教
科
書
名

出
版
社
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不明
女と

男と

子ども

女 男 人数

女と

子ども

(組)

ジェンダー・フリーな

挿絵・写真
人数

男と

子ども

（組）

ジェンダー・フ

リーな挿絵・写真
人数 組

新家庭基礎

生活の創造をめざ

して

大修館書店
４２

(87.5%)

６

(12.5%)
341 10

コンバインを動かす

工事監督
363 6

ゴミ出し

料理

子どもとお風呂
84 18

家庭基礎

自分らしい生き方

とパートナーシッ

プ

実教出版
３５

(85.4%)

６

(14.6%)
183 9

アメフト

カメラ

バスケ

柔道

165 5

調理

買い物

片付け

アタッチメント

49 13

新家庭基礎２１ 実教出版
２９

(60.4%)

１９

(39.6%)
356 19

テレビカメラマン

スポーツトレーナー

飛行機の誘導

（マーシャラー）

399 2

編み物

看護師

料理

チアリーディング

56 3

新家庭基礎

ともに生きる　く

らしをつくる

教育図書
２５

(73.5%)

９

(26.5%)
343 28 362 3

料理

家庭科教師

おしめ替え

アタッチメント

51 6

家庭総合

生活に豊かさをも

とめて

第一学習社
２３

(95.8%)

１

(4.2%)
391 13 サッカー 438 9

洗濯干し

だっこ

お風呂

料理

買い物

71 8

新家庭総合

生活の創造をめざ

して

大修館書店
４１

(85.4%)

７

(14.6%)
521 13

家長の席に座る

工事の現場監督 553 6

読みきかせ

お風呂

介護

食事の片付け

ミシンがけ

料理

121 29

新家庭総合２１ 実教出版
２９

(61.7%)

１８

(38.3%)
411 18

スポーツトレーナー

カメラマン

飛行機の誘導

(マーシャラー)

440 4

調理

編み物

看護師

チアリーディング

だっこ

育児

54 9

新家庭総合

ともに生きる　く

らしをつくる

教育図書
３１

(75.6%)

１０

(24.4%)
481 34 491 11

調理

介護

家庭科教師

裁縫

だっこ

おしめ替え

55 20

生

活

デ

ザ

イ

ン

新生活技術 教育図書
２７

(69.2%)

１２

(30.8%)
442 31 486 7

調理

裁縫

アイロン

家庭科教師

おむつ

だっこ

子どもと遊ぶ

53 9

発達と保育 実教出版
６

(５０％)

６

(５０％)
167 43 221 30

父親同士の友人関

係
138 16

発達と保育

育つ・育てる・育

ち合う

教育図書
１３

(100％)

０

(０％)
165 48 117 10 男性保育士 212 4

男

出版社教科書名

科

目

名

監修の男女構成・比

子

ど

も

の

発

達

と

保

育

家

庭

基

礎

家

庭

総

合

女

表２　教科書別の挿絵と写真の男女数
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     科
目

名
生
活
デ
ザ
イ
ン

教
科
書

名

新
家
庭
基
礎

生
活
の
創
造
を
め

ざ
し
て

家
庭
基
礎

自
分
ら
し
い
生
き

方
と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ

新
家
庭
基
礎
２
１

新
家
庭
基
礎

と
も
に
生
き
る

く
ら
し
を
つ
く
る

家
庭
総
合

生
活
に
豊
か
さ
を

も
と
め
て

新
家
庭
総
合

生
活
の
創
造
を
め

ざ
し
て

新
家
庭
総
合
２
１

新
家
庭
総
合

と
も
に
生
き
る

く
ら
し
を
つ
く
る

新
生
活
技
術

発
達
と
保
育

発
達
と
保
育

育
つ
・
育
て
る
・

育
ち
合
う

出
版
社

大
修
館
書
店

実
教
出
版

実
教
出
版

教
育
図
書

第
一
学
習
社

大
修
館
書
店

実
教
出
版

教
育
図
書

教
育
図
書

実
教
出
版

教
育
図
書

内
容

男
女

別
結

婚
相

手

の
条

件
（

１
４

ｐ
）

夫
婦

の
関

係
（

２

０
P
)

「
家

」
制

度
（

２

４
ｐ

）

理
想

の
家

庭
意

識

（
３

３
P
)

男
女

別
在

宅
時

間

の
変

化
（

２
２

ｐ
）

高
齢

者
の

主
な

介

護
者

（
６

３
ｐ

）

児
童

虐
待

（
４

８

ｐ
）

事
実

婚
・

同
性

カ
ッ

プ
ル

な
ど

の

様
々

な
形

の
パ

ー

ト
ナ

ー
と

の
暮

ら

し
（

１
８

P
)

家
父

長
制

家
族

（
２

３
ｐ

）

生
活

技
術

の
必

要

性
（

３
０

ｐ
）

不
妊

治
療

と
養

子

縁
組

（
３

２
ｐ

）

男
女

別
結

婚
・

家

族
に

関
す

る
意

識

（
１

６
８

ｐ
）

児
童

虐
待

（
２

４

ｐ
・

５
０

～
５

１

ｐ
）

事
実

婚
・

同
性

婚
（

１

８
ｐ

）

家
」

制
度

（
１

６
ｐ

）

児
童

虐
待

（
４

５
ｐ

）

事
実

婚
（

１
０

ｐ
）

「
家

」
制

度
（

２

２
ｐ

）

児
童

虐
待

（
１

７

P
・

４
７

ｐ
)

事
実

婚
（

１
７

ｐ
）

家
事

の
担

当
（

２

９
ｐ

・
１

８
４

ｐ
）

「
家

」
制

度
（

２

０
ｐ

）

児
童

虐
待

（
５

０

ｐ
）

男
女

別
結

婚
相

手

の
条

件
（

１
６

ｐ
）

事
実

婚
（

１
８

ｐ
）

夫
婦

の
関

係
（

２

０
ｐ

）

男
女

別
在

宅
時

間

の
変

化
（

２
２

ｐ
）

「
家

」
制

度
（

２

４
ｐ

）

結
婚

に
つ

い
て

の

考
え

（
２

５
ｐ

）

男
女

別
教

育
や

結

婚
に

対
す

る
意

識

（
３

５
ｐ

）

夫
の

立
ち

会
い

分

娩
（

６
８

ｐ
）

児
童

虐
待

（
８

８

ｐ
）

高
齢

者
の

主
な

介

護
者

（
１

０
５

ｐ
）

「
家

」
制

度
（

１
８

ｐ
）

高
齢

者
の

主
な

介
護

者
（

７
３

ｐ
）

児
童

虐
待

（
５

３

ｐ
）

事
実

婚
（

１
９

ｐ
・

２
０

ｐ
）

同
性

婚
（

２
０

ｐ
）

事
実

婚
（

１
０

ｐ
・

１
４

ｐ
）

「
家

」
制

度
（

１

６
ｐ

・
２

２
ｐ

）

児
童

虐
待

（
５

１

ｐ
)

父
親

・
母

親
の

理

解
度

の
国

際
比

較

（
１

８
ｐ

）

高
齢

者
の

主
な

介

護
者

（
６

６
ｐ

）

事
実

婚
（

１
０

ｐ
・

１
４

ｐ
）

「
家

」
制

度
（

１

６
ｐ

・
２

２
ｐ

）

児
童

虐
待

（
１

７

ｐ
・

４
７

ｐ
)

男
女

別
結

婚
・

独

身
の

利
点

（
１

０

ｐ
）

児
童

虐
待

（
５

５

ｐ
・

１
１

７
ｐ

・

１
３

１
ｐ

）

女
性

の
社

会
進

出

が
少

子
化

の
要

因

の
一

つ
（

１
０

５

ｐ
）

児
童

虐
待

（
１

２

６
～

１
２

７
ｐ

）

子
ど
も
の
発
達
と
保
育

家
庭
基
礎

家
庭
総
合

表
3
 
　

　
家

族
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科
目

名
生
活
デ
ザ
イ
ン

教
科
書

名

新
家
庭
基
礎

生
活
の
創
造
を
め

ざ
し
て

家
庭
基
礎

自
分
ら
し
い
生
き

方
と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ

新
家
庭
基
礎
２
１

新
家
庭
基
礎

と
も
に
生
き
る

く
ら
し
を
つ
く
る

家
庭
総
合

生
活
に
豊
か
さ
を

も
と
め
て

新
家
庭
総
合

生
活
の
創
造
を
め

ざ
し
て

新
家
庭
総
合
２
１

新
家
庭
総
合

と
も
に
生
き
る

く
ら
し
を
つ
く
る

新
生
活
技
術

発
達
と
保
育

発
達
と
保
育

育
つ
・
育
て
る
・

育
ち
合
う

出
版
社

大
修
館
書
店

実
教
出
版

実
教
出
版

教
育
図
書

第
一
学
習
社

大
修
館
書
店

実
教
出
版

教
育
図
書

教
育
図
書

実
教
出
版

教
育
図
書

内
容

職
業

生
活

と
家

庭

生
活

の
両

立
に

お

け
る

男
女

平
等

意

識
（

１
５

P
・

３

２
・

３
３

P
)

夫
婦

の
家

事
・

育

児
時

間
の

国
際

比

較
（

１
３

P
)

男
性

の
育

休
取

得

に
対

す
る

企
業

の

支
援

に
対

す
る

意

識
（

３
２

ｐ
）

3
歳

児
神

話
の

非
科

学
的

根
拠

（
４

６

ｐ
）

男
女

別
年

金
受

給

金
額

の
差

（
２

４

ｐ
）

男
女

の
年

齢
別

家

事
時

間
（

２
９

ｐ
）

労
働

と
生

活
時

間

（
３

１
ｐ

）

育
児

性
（

３
６

ｐ
）

出
産

・
育

児
休

暇

保
障

の
国

際
比

較

（
３

７
ｐ

）

職
業

の
性

別
分

布

（
１

６
７

ｐ
）

男
女

別
賃

金
格

差

の
国

際
比

較
（

１

１
ｐ

）

家
事

時
間

の
国

際

比
較

（
１

３
ｐ

）

男
女

別
戦

後
の

労

働
力

変
化

（
１

５

ｐ
）

三
歳

児
神

話
の

非

科
学

的
根

拠
（

３

０
ｐ

）

男
性

の
育

児
休

業

（
３

０
P
)

男
女

別
労

働
と

生

活
時

間
と

考
え

方

（
１

２
ｐ

）

男
女

別
年

齢
就

労

状
況

（
２

０
ｐ

）

男
性

の
育

児
休

業

（
２

１
ｐ

）

夫
婦

の
家

事
・

育

児
時

間
（

２
１

ｐ
）

男
女

別
年

齢
就

労

状
況

（
１

２
ｐ

）

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

（
１

３
ｐ

）

夫
婦

の
家

事
・

労

働
時

間
（

１
４

ｐ
）

国
際

比
較

に
よ

る

家
事

・
育

児
の

取

り
組

み
（

３
０

ｐ
）

男
性

の
育

児
休

業

（
４

３
ｐ

）

夫
婦

の
育

児
時

間
・

育
児

の
か

か

わ
り

（
４

３
ｐ

・

４
４

ｐ
）

夫
婦

の
家

事
・

育

児
・

労
働

時
間

の

国
際

比
較

（
１

５

ｐ
）

男
女

別
年

齢
就

労

状
況

（
３

２
ｐ

）

男
女

の
賃

金
格

差

（
３

５
ｐ

）

三
歳

児
神

話
の

非

科
学

的
根

拠
（

８

６
ｐ

）

男
女

別
子

育
て

し

な
が

ら
働

く
上

で

の
問

題
（

９
４

ｐ
）

男
女

間
賃

金
格

差

の
国

際
比

較
（

１

３
ｐ

）

男
女

別
年

齢
就

労

状
況

（
１

７
ｐ

）

ワ
ー

ク
・

ラ
イ

フ
・

バ
ラ

ン
ス

（
１

４
ｐ

）

男
女

別
家

事
・

育

児
時

間
の

国
際

比

較
（

１
５

ｐ
）

男
性

の
育

児
休

業

（
３

３
ｐ

）

三
歳

児
神

話
の

非

科
学

的
根

拠
（

３

３
Ｐ

）

男
女

別
家

事
労

働

の
生

活
時

間
（

１

２
ｐ

・
２

１
ｐ

）

男
性

の
育

児
休

業

（
２

１
ｐ

）

男
女

別
年

齢
就

労

状
況

（
２

０
ｐ

）

男
女

別
家

事
労

働

の
生

活
時

間
（

１

２
ｐ

・
２

１
ｐ

）

男
性

の
育

児
休

業

（
２

１
ｐ

）

男
女

別
年

齢
就

労

状
況

（
２

０
ｐ

）

夫
婦

の
家

事
・

育

児
時

間
（

１
１

６

ｐ
）

男
女

別
出

産
・

子

育
て

に
お

け
る

仕

事
へ

の
影

響
（

１

１
６

Ｐ
）

育
児

休
業

制
度

の

国
際

比
較

（
１

３

８
ｐ

）

男
性

の
育

児
休

業

（
１

３
８

ｐ
）

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

・

バ
ラ

ン
ス

（
１

４

１
ｐ

）

男
性

の
労

働
時

間

（
１

４
１

ｐ
）

女
性

の
労

働
力

率

の
国

際
比

較
（

１

４
１

ｐ
）

夫
婦

の
家

事
・

生

活
時

間
（

１
０

７

ｐ
）

母
親

の
育

児
不

安

（
１

０
７

ｐ
・

１

０
８

ｐ
・

１
２

２

ｐ
・

１
３

９
ｐ

）

子
ど
も
の
発
達
と
保
育

家
庭
基
礎

家
庭
総
合

表
4
　

　
労

働
と

子
育

て
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     科
目

名
生

活
デ

ザ
イ

ン

教
科

書

名

新
家

庭
基

礎

生
活

の
創

造
を

め
ざ

し
て

家
庭

基
礎

自
分

ら
し

い
生

き
方

と

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

新
家

庭
基

礎
２

１

新
家

庭
基

礎

と
も

に
生

き
る

　
く

ら
し

を
つ

く
る

家
庭

総
合

生
活

に
豊

か
さ

を
も

と
め

て

新
家

庭
総

合

生
活

の
創

造
を

め
ざ

し
て

新
家

庭
総

合
２

１

新
家

庭
総

合

と
も

に
生

き
る

　
く

ら
し

を
つ

く
る

新
生

活
技

術
発

達
と

保
育

発
達

と
保

育

育
つ

・
育

て
る

・
育

ち
合

う

出
版

社
大

修
館

書
店

実
教

出
版

実
教

出
版

教
育

図
書

第
一

学
習

社
大

修
館

書
店

実
教

出
版

教
育

図
書

教
育

図
書

実
教

出
版

教
育

図
書

内
容

D
V
法

（
２

０
P
)

児
童

虐
待

防
止

法
（

２
０

P
)

明
治

民
法

と
現

行
民

法
の

違
い

と
婚

姻
・

夫
婦

・
家

族
に

関
す

る
法

律
（

２
４

～
２

７
P
)

個
人

の
尊

厳
と

両
性

の
平

等
（

２
４

ｐ
）

男
女

共
同

参
画

基
本

法

（
３

０
ｐ

）

雇
用

機
会

均
等

法
と

育

児
・

介
護

休
業

（
３

０
・

３
１

・
４

９
ｐ

）

女
子

差
別

撤
廃

条
約

（
３

１
P
)

子
ど

も
の

権
利

条
約

（
５

０
・

５
１

ｐ
）

労
働

基
準

法
（

４
９

ｐ
）

次
世

代
育

成
支

援
対

策
推

進
法

（
４

８
ｐ

）

男
女

共
同

参
画

基
本

法

（
１

２
ｐ

・
⑬

⑭
ｐ

）

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

/
ラ

イ
ツ

（
１

４
ｐ

）

子
ど

も
の

権
利

条
約

（
１

４
ｐ

・
５

０
～

５
２

ｐ
・

５
４

ｐ
）

商
品

と
し

て
の

性
、

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
（

１
４

ｐ
）

D
V
法

（
２

４
ｐ

）

児
童

虐
待

防
止

法
（

５
１

ｐ
）

個
人

の
尊

厳
と

両
性

の
本

質
的

平
等

（
２

５
ｐ

）

婚
姻

と
夫

婦
・

家
族

に
関

す
る

法
律

（
２

５
～

２
７

ｐ
）

特
別

養
子

縁
組

制
度

（
３

２
ｐ

）

育
児

・
介

護
休

業
法

と
男

女
雇

用
機

会
均

等
法

（
３

７
ｐ

）

労
働

基
準

法
（

３
７

ｐ
）

男
女

共
同

参
画

社
会

の
推

進
に

お
け

る
行

政
に

対
す

る
要

望
（

１
６

９
ｐ

）

女
子

差
別

撤
廃

条
約

と
家

庭
科

の
男

女
共

修
化

（
⑭

ｐ
）

第
４

回
世

界
女

性
会

議
行

動
綱

領
（

⑭
ｐ

）

男
女

雇
用

機
会

均
等

法

（
１

０
ｐ

・
３

２
ｐ

）

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
（

１
０

ｐ
・

２
２

ｐ
）

明
治

民
法

と
現

行
民

法
の

違
い

と
婚

姻
・

夫
婦

・
家

族
に

関
す

る
法

律
（

１
６

～
１

８
ｐ

）

個
人

の
尊

厳
と

両
性

の
平

等
（

１
６

ｐ
）

女
子

差
別

撤
廃

条
約

（
２

０
ｐ

・
３

２
ｐ

）

子
ど

も
の

権
利

条
約

（
２

０
ｐ

・
４

８
～

４
９

ｐ
）

育
児

・
介

護
休

業
法

（
２

１
ｐ

・
３

２
ｐ

）

男
女

共
同

参
画

社
会

基
本

法
（

２
１

ｐ
）

D
V
法

（
１

９
ｐ

・
２

２

ｐ
）

性
同

一
性

障
害

の
性

別
の

取
り

扱
い

の
特

例
に

関
す

る
法

律
（

２
２

ｐ
）

第
三

号
被

保
険

者
と

配
偶

者
控

除
の

問
題

（
２

１

ｐ
・

２
７

ｐ
）

労
働

基
準

法
（

３
２

ｐ
）

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ツ

/
ラ

イ
ツ

（
３

２
ｐ

）

児
童

虐
待

防
止

法
（

４
５

ｐ
）

子
ど

も
の

権
利

条
約

（
４

８
～

４
９

ｐ
）

D
V
法

（
１

７
ｐ

・
⑭

ｐ
)

児
童

虐
待

防
止

法
(
⑭

ｐ
）

明
治

民
法

と
現

行
民

法
の

違
い

と
婚

姻
・

夫
婦

・
家

族
に

関
す

る
法

律
（

２
２

～
２

５
P
・

⑬
ｐ

)

個
人

の
尊

厳
と

両
性

の
平

等
（

２
４

ｐ
）

男
女

共
同

参
画

基
本

法

（
１

９
ｐ

・
⑭

ｐ
）

男
女

雇
用

機
会

均
等

法

（
１

９
ｐ

・
２

５
ｐ

・
⑭

ｐ
）

育
児

・
介

護
休

業
（

２
０

ｐ
・

２
５

ｐ
・

６
７

ｐ
・

⑭
ｐ

）

女
子

差
別

撤
廃

条
約

（
⑭

P
)

子
ど

も
の

権
利

条
約

（
４

８
ｐ

・
⑭

ｐ
）

労
働

基
準

法
（

２
５

ｐ
・

⑬
ｐ

）

性
暴

力
と

D
V
法

（
１

３

ｐ
・

２
１

４
ｐ

）

男
女

雇
用

機
会

均
等

法

（
１

４
ｐ

・
２

１
４

ｐ
）

男
女

共
同

参
画

基
本

法

（
１

５
ｐ

・
２

１
５

ｐ
）

育
児

・
介

護
休

業
法

（
１

５
ｐ

・
４

９
ｐ

・
２

１
６

ｐ
）

と
取

得
率

（
４

９

ｐ
）

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
（

１
４

ｐ
）

明
治

民
法

と
現

行
民

法
の

違
い

と
婚

姻
・

夫
婦

・
家

族
に

関
す

る
法

律
（

２
０

～
２

１
ｐ

・
２

１
５

～
２

１
６

ｐ
）

次
世

代
育

成
支

援
対

策
推

進
法

（
４

９
ｐ

）

労
働

基
準

法
（

４
９

ｐ
）

子
ど

も
の

権
利

条
約

（
５

０
ｐ

・
２

１
７

ｐ
）

児
童

虐
待

防
止

法
（

５
１

ｐ
・

２
１

８
ｐ

）

女
子

差
別

撤
廃

条
約

（
２

１
５

ｐ
）

Ｄ
Ｖ

法
（

２
０

ｐ
）

児
童

虐
待

防
止

法
（

２
０

ｐ
）

個
人

の
尊

厳
と

両
性

の
平

等
（

２
４

ｐ
）

明
治

民
法

と
現

行
民

法
の

違
い

と
婚

姻
・

夫
婦

・
家

族
に

関
す

る
法

律
（

２
４

～
２

７
ｐ

）

男
女

共
同

参
画

基
本

法

（
３

２
ｐ

）

男
女

雇
用

機
会

均
等

法

（
３

２
ｐ

・
３

２
ｐ

・
８

９
ｐ

）

女
子

差
別

撤
廃

条
約

（
３

３
ｐ

）

育
児

・
介

護
休

業
法

（
３

３
ｐ

・
８

９
ｐ

）

労
働

基
準

法
（

３
３

ｐ
・

８
９

ｐ
）

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ツ

/
ラ

イ
ツ

（
６

９
ｐ

）

子
ど

も
の

権
利

条
約

（
９

０
～

９
１

ｐ
）

男
女

雇
用

機
会

均
等

法

（
１

２
ｐ

・
３

５
ｐ

）

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ツ

/
ラ

イ
ツ

（
２

３
ｐ

・

３
５

ｐ
）

明
治

民
法

と
現

行
民

法
の

違
い

と
婚

姻
・

夫
婦

・
家

族
に

関
す

る
法

律
（

１
９

～
２

３
ｐ

）

個
人

の
尊

厳
と

両
性

の
平

等
（

１
８

ｐ
）

女
子

差
別

撤
廃

条
約

（
２

０
ｐ

・
２

２
ｐ

・
３

５

ｐ
）

子
ど

も
の

権
利

条
約

（
２

２
ｐ

・
５

６
～

５
９

ｐ
）

育
児

・
介

護
休

業
法

（
２

２
ｐ

・
３

５
ｐ

・
７

３

ｐ
）

男
女

共
同

参
画

社
会

基
本

法
（

２
２

ｐ
）

D
V
法

（
２

０
ｐ

・
２

１

ｐ
）

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
（

２
３

ｐ
）

性
同

一
性

障
害

の
性

別
の

取
り

扱
い

の
特

例
に

関
す

る
法

律
（

２
３

ｐ
）

第
三

号
被

保
険

者
と

配
偶

者
控

除
の

問
題

（
２

８
～

２
９

ｐ
）

労
働

基
準

法
（

３
５

ｐ
）

Ｉ
Ｌ

Ｏ
１

５
６

号
条

約

（
２

２
ｐ

）

児
童

虐
待

防
止

法
（

５
３

ｐ
）

Ｄ
Ｖ

法
（

１
７

ｐ
・

⑭

ｐ
）

児
童

虐
待

防
止

法
（

２
５

ｐ
・

５
１

ｐ
・

⑭
ｐ

）

個
人

の
尊

厳
と

両
性

の
平

等
（

２
２

ｐ
・

２
５

ｐ
・

⑬
ｐ

）

明
治

民
法

と
現

行
民

法
の

違
い

と
婚

姻
・

夫
婦

・
家

族
に

関
す

る
法

律
（

２
２

～
２

５
ｐ

・
⑬

ｐ
）

男
女

共
同

参
画

基
本

法

（
１

９
ｐ

・
⑭

ｐ
）

男
女

雇
用

機
会

均
等

法

（
１

９
ｐ

・
２

４
ｐ

・
３

１
ｐ

・
⑭

ｐ
）

女
子

差
別

撤
廃

条
約

（
３

１
ｐ

・
⑬

ｐ
）

育
児

・
介

護
休

業
法

（
２

０
ｐ

・
２

５
ｐ

・
３

１

ｐ
・

６
６

ｐ
・

⑭
ｐ

）

労
働

基
準

法
（

２
５

ｐ
・

⑬
ｐ

）

子
ど

も
の

権
利

条
約

（
５

２
ｐ

・
⑭

ｐ
）

Ｄ
Ｖ

法
（

１
７

ｐ
・

⑭

ｐ
）

児
童

虐
待

防
止

法
（

２
５

ｐ
・

⑭
ｐ

）

個
人

の
尊

厳
と

両
性

の
平

等
（

２
２

ｐ
・

２
５

ｐ
・

⑬
ｐ

）

明
治

民
法

と
現

行
民

法
の

違
い

と
婚

姻
・

夫
婦

・
家

族
に

関
す

る
法

律
（

２
２

～
２

５
ｐ

・
⑬

ｐ
）

男
女

共
同

参
画

基
本

法

（
１

９
ｐ

・
⑭

ｐ
）

男
女

雇
用

機
会

均
等

法

（
１

９
ｐ

・
２

４
ｐ

・
⑭

ｐ
）

女
子

差
別

撤
廃

条
約

（
⑬

ｐ
）

育
児

・
介

護
休

業
法

（
２

０
ｐ

・
２

５
ｐ

・
６

１

ｐ
・

６
７

ｐ
・

⑭
ｐ

）

労
働

基
準

法
（

２
５

ｐ
・

⑬
ｐ

）

子
ど

も
の

権
利

条
約

（
４

８
ｐ

・
⑭

ｐ
）

子
ど

も
の

権
利

条
約

（
１

２
５

～
１

２
７

ｐ
・

１
２

９
ｐ

）

児
童

虐
待

防
止

法
（

１
３

１
ｐ

）

女
子

差
別

撤
廃

条
約

（
１

３
７

ｐ
）

労
働

基
準

法
（

１
３

７

ｐ
）

男
女

雇
用

機
会

均
等

法

（
１

３
７

ｐ
）

育
児

・
介

護
休

業
法

（
１

３
７

ｐ
）

次
世

代
育

成
支

援
対

策
推

進
法

（
１

４
２

ｐ
）

児
童

虐
待

法
（

１
４

ｐ
・

１
２

７
ｐ

１
４

５
ｐ

）

子
ど

も
の

権
利

条
約

（
１

６
ｐ

・
１

３
１

ｐ
）

次
世

代
育

成
支

援
対

策
推

進
法

（
１

３
３

ｐ
）

表
5
　

　
法

律

丸
囲

み
の

数
字

は
口

絵
の

ペ
ー

ジ
数

子
ど

も
の

発
達

と
保

育
家

庭
基

礎
家

庭
総

合
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科
目

名
生

活
デ

ザ
イ

ン

教
科

書
名

新
家

庭
基

礎

生
活

の
創

造
を

め

ざ
し

て

家
庭

基
礎

自
分

ら
し

い
生

き
方

と
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ

新
家

庭
基

礎
２

１

新
家

庭
基

礎

と
も

に
生

き
る

く
ら

し
を

つ
く

る

家
庭

総
合

生
活

に
豊

か
さ

を

も
と

め
て

新
家

庭
総

合

生
活

の
創

造
を

め

ざ
し

て

新
家

庭
総

合
２

１

新
家

庭
総

合

と
も

に
生

き
る

く
ら

し
を

つ
く

る

新
生

活
技

術
発

達
と

保
育

発
達

と
保

育

育
つ

・
育

て
る

・

育
ち

合
う

出
版

社
大

修
館

書
店

実
教

出
版

実
教

出
版

教
育

図
書

第
一

学
習

社
大

修
館

書
店

実
教

出
版

教
育

図
書

教
育

図
書

実
教

出
版

教
育

図
書

性別役割意識についての記

述

性
別

役
割

意
識

の

調
査

（
３

０
P
)

子
育

て
と

親
の

責

任
・

役
割

（
４

６

ｐ
）

「
女

ら
し

さ
」

「
男

ら
し

さ
」

に

と
ら

わ
れ

な
い

生

き
方

（
１

３
ｐ

）

性
別

役
割

分
業

に

対
す

る
支

持
の

低

下
（

１
６

９
ｐ

）

性
別

役
割

分
業

の

変
化

（
４

ｐ
）

性
別

に
と

ら
わ

れ

な
い

職
業

の
選

択

⑦
ｐ

・
５

ｐ
）

日
本

男
性

の
家

事

時
間

の
少

な
い

要

因
と

し
て

（
１

３

ｐ
）

性
的

自
立

（
８

ｐ
）

性
別

役
割

分
業

意

識
と

は
（

１
２

ｐ
）

男
性

保
育

士
（

４

７
ｐ

）

専
業

主
夫

（
６

１

ｐ
）

性
別

役
割

分
業

意

識
に

と
ら

わ
れ

な

い
生

き
方

（
１

１

ｐ
・

８
６

ｐ
）

職
場

で
の

男
女

観

（
３

５
ｐ

）

性
別

に
と

ら
わ

れ

な
い

職
業

の
選

択

（
⑤

ｐ
・

４
ｐ

）

性
別

役
割

分
業

意

識
の

変
化

（
４

ｐ
・

６
ｐ

）

日
本

男
性

の
家

事
・

育
児

時
間

が

少
な

い
要

因
と

し

て
（

１
５

ｐ
）

性
別

役
割

分
業

意

識
の

変
化

（
１

９

ｐ
）

性
別

役
割

分
業

意

識
の

考
え

（
１

９

ｐ
）

子
育

て
の

喜
び

は

母
親

だ
け

の
も

の

で
は

な
い

（
３

ｐ
）

親
の

役
割

（
１

１

５
ｐ

）

母
親

の
孤

立
化

（
１

１
６

～
１

１

７
ｐ

）

仕
事

と
子

育
て

の

両
立

か
ら

（
１

３

８
ｐ

）

「ジェンダー」の記述

ジ
ェ

ン
ダ

ー
と

は

（
１

２
ｐ

）

ジ
ェ

ン
ダ

ー
・

エ

ク
イ

テ
ィ

（
１

２

ｐ
）

ジ
ェ

ン
ダ

ー
を

固

定
的

に
と

ら
え

な

い
生

き
方

（
１

６

９
ｐ

）

ジ
ェ

ン
ダ

ー
と

は

（
９

ｐ
）

ジ
ェ

ン
ダ

ー
と

は

（
１

９
ｐ

）

ジ
ェ

ン
ダ

ー
と

は
・

ジ
ェ

ン
ダ

ー

に
つ

い
て

考
え

る

（
１

２
ｐ

・
２

８

～
２

９
ｐ

）

男
女

平
等

と
性

差

（
１

５
ｐ

）

ジ
ェ

ン
ダ

ー
と

は

（
１

１
ｐ

）

ジ
ェ

ン
ダ

ー
と

は

（
１

９
ｐ

）

ジ
ェ

ン
ダ

ー
と

は

（
１

９
ｐ

）

その他

男
女

別
体

型
に

対

す
る

自
己

評
価

（
１

８
３

ｐ
）

男
女

間
の

差
別

・

格
差

（
④

ｐ
）

エ
イ

ズ
（

５
ｐ

）

受
精

か
ら

着
床

ま

で
の

図
（

３
０

ｐ
）

自
分

の
性

に
対

す

る
思

い
（

１
０

ｐ
）

男
女

別
に

お
け

る

特
定

の
異

性
を

好

き
に

な
っ

た
場

合

に
つ

い
て

（
１

０

P
)

「
母

親
の

姿
が

見

え
な

い
と

探
す

」

「
母

親
と

他
人

と

の
区

別
が

つ
く

」

（
３

６
ｐ

）

性
感

染
症

（
６

６

ｐ
）

男
女

間
の

差
別

・

格
差

（
④

ｐ
）

エ
イ

ズ
（

５
ｐ

）

性
感

染
症

（
３

４

ｐ
）

「
性

交
に

よ
っ

て

膣
内

に
射

精
さ

れ

た
精

子

は
・

・
・

」
（

３

８
ｐ

）

男
女

差
が

あ
る

・

な
い

衣
服

の
例

（
１

３
５

ｐ
）

妊
娠

ま
で

の
成

立

の
図

（
２

９
ｐ

）

性
感

染
症

（
２

８

ｐ
）

男
女

別
体

型
の

自

己
評

価
（

８
７

ｐ
）

妊
娠

ま
で

の
成

立

の
図

（
３

０
ｐ

）

授
精

と
着

床
の

図

（
１

６
ｐ

）

母
子

分
離

不
安

（
４

９
ｐ

）

性
感

染
症

（
１

８

ｐ
）

母
乳

・
授

乳
〈

父

親
の

姿
あ

り
〉

（
６

５
～

６
７

ｐ
）

不
妊

治
療

（
１

３

７
ｐ

）

女
子

の
人

身
売

買

（
１

５
ｐ

）

母
乳

・
授

乳
〈

父

親
の

姿
無

し
〉

（
６

０
～

６
３

ｐ
）

丸
囲

み
の

数
字

は
口

絵
の

ペ
ー

ジ
数

子
ど

も
の

発
達

と
保

育
家

庭
基

礎
家

庭
総

合

表
6
　

　
性

別
役

割
分

業
意

識
・

ジ
ェ

ン
ダ

ー
・

セ
ク

シ
ュ

ア
リ

テ
ィ

な
ど
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